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第41号 令和元年

定例会号
7月16日 発行

6月
主な内容

議案ピックアップ・議決結果	 P1-2	
常任委員会の活動報告ほか	 P3-4	
市政を問う一般質問（12人）	 P5-7	
議会報告会での意見ほか	 P8

あがの市議会だより 第41号1 本会議の中継映像・録画映像はインターネットでご覧になれます。 検　索

議案ピックアップ

６月定例会が６月６日～ 20日の会期で開かれました
６日　本会議
■一般行政報告
■議案の提案説明
■ �一般質問１日目
�（４人が質問）

７日　本会議
■一般質問２日目
（６人が質問）
10日　本会議
■一般質問３日目
（２人が質問）

14～18日 
各常任委員会
■ �委員会に付託された
議案を審査

20日　本会議
■ �各常任委員会の審査報
告のあと討論を経て採
決

�※議決結果は２ページ

＊お知らせ＊
　６月定例会から議会中継が、
スマホ・タブレットからも視聴
できるようになりました。

利用の手順
１. �検索サイトで「阿賀野市議会」か、
「http://www.city.agano.
niigata.jp/site/gikai/」を検索
する。

　 �または、こちらへ�⇒

２. �「市議会の映像配信」
より視聴してください。

生中継
あります！

５/12（日）爽やかな青空の下、旦飯野神社（市内宮下）で
五穀豊穣を祈願する神事「御田植祭」が行われました。旦
飯野神社は笹神地区の稲作発祥の地とされ、この「御田
植祭」は、古くからの伝統や田植えの楽しさを若い世代
にも知ってもらいたいとの思いを込めて始められました。

主な内容
阿賀野市児童クラブ設置条例の一部改正
　市内小学校の夏季休業日の期間が短くなり８月下旬には授業が始まるため、夏季休業日の間のみ利用する児童の通常保育
利用にかかる保護者負担金が、これまでのように１か月一律ではなく利用日数に応じた金額に変更されました。

阿賀野市介護保険条例の一部改正
　消費税による公費を投入して低所得者の保険料の軽減強化を行う仕組みを設け、2015年４月から一部実施していますが、
今年10月１日の消費税率の引上げに伴い、更に軽減強化を行うよう改正されました。

阿賀野市火災予防条例の一部改正
　法令で定められた基準を満たす防災機器が設置された建物について、一般の住宅用火災警報器
の設置が免除されました。また、建物利用者の防火安全に関する認識を高め火災被害の軽減を図
るとともに、建物関係者による防火安全体制の確立につなげることを目的とし、重大な法令違反
のある建物について利用者等に建物の危険性に関する情報を公表できるよう改正されました。

条例の一部改正について
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議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

人

事

阿賀野市監査委員の選任について　（照田伸宏氏） 省略 同意

阿賀野市農業委員会委員の任命について
（阿部萬紀夫氏、五十嵐佐敏氏、上松千恵氏、大堀哲男氏、笠原尚美氏、
小嶋覚氏、小林章男氏、齋藤瑞穂氏、菅井茂氏、相馬重男氏、曽我憲司氏、
遠山登氏、本間多佳子氏、松田昭悦氏、見尾田正行氏、皆川光浩氏、 
栁壽一氏、渡邉悟氏、渡辺隆氏）

省略 同意

専

決

平成30年度阿賀野市一般会計補正予算　（第９号）
平成31年３月29日専決処分 省略 承認

阿賀野市税条例の一部改正について
平成31年３月31日専決処分 省略 承認

阿賀野市国民健康保険税条例の一部改正について
平成31年３月29日専決処分 省略 承認

令
和
元
年
度
補
正
予
算

一般会計補正予算　（第１号）
国民健康保険特別会計補正予算　（第１号）
介護保険特別会計補正予算　（第１号）
水道事業会計補正予算　（第１号）
下水道事業会計補正予算　（第１号）
病院事業会計補正予算　（第１号）

総文
社厚
産建

可決

条

例

阿賀野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市行政財産使用料条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市児童クラブ設置条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市介護保険条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市宿泊施設リズム・ハウス瓢湖の設置及び管理に関する
条例の一部改正について 産建 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条

例

阿賀野市都市公園条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市下水道条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市集落排水処理施設条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市道路占用料徴収条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市法定外公共物の取扱いに関する条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市準用河川流水占用料等徴収条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市水道給水条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市火災予防条例の一部改正について 総文 可決

そ
の
他
財産の取得について　（小型動力ポンプ付積載車） 総文 可決

請  

願
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係
る意見書の採択を求める請願 総文 採択

意
見
書
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係
る意見書の提出について 省略 可決

全会一致で議決した議案等
◆各委員会での審査結果は市ホームページでご覧になれます。

※　省略：本会議で即決したもの
　　総文：総務文教常任委員会　　社厚：社会厚生常任委員会
��　�産建：産業建設常任委員会

議案ピックアップ

歳入歳出に２億4,993万１千円を追加
補正後の予算額208億6,993万１千円

幼児教育・保育無償化による保育料の減額 （歳入）△1,449万8千円
　10月から幼児教育・保育無償化が実施されるため、３歳から５歳までと
０歳から２歳までの住民税非課税世帯の公認保育園及び幼稚園の保育料を
減額します。
※�この他、消費税増税分の一部が充当されるため、今年度限りで国から市へ、
子ども・子育て支援臨時交付金が交付されます。また、国交付基準割合
の変更に伴い、国の負担金が増額されます。

幼児教育・保育無償化による給付費の増額 （歳出）5,747万円
　10月から幼児教育・保育無償化が実施され、認定こども園等の保育料が
減少するため、運営経費に係る給付費を増額します。

生活支援型プレミアム付商品券発行事業費　2億4,275万7千円
　住民税非課税者（住民税課税者と生計同
一の配偶者・扶養親族、生活保護受給者等
を除く）及び３歳半までの子どもがいる世
帯を対象に実施されます。対象者は9,000
人の見込み。国の補助10/10。
問　�額面が大きいと使い勝手が悪い。ど
のような形式になるのか。

答　�500円券10枚を１冊とし、対象者１
人につき５冊まで購入できる。

骨髄等移植ドナー支援事業費　14万円
　骨髄バンク事業において、骨髄等の提供を行うための通院または入院１
日当たり２万円、１回の提供につき14万円を限度に助成します。（ドナー特
別休暇のある方については、１日１万円。上限７万円。）
問　阿賀野市での骨髄移植ドナー登録者数は何名か。
答　平成31年３月31日現在、153名の方が登録されている。
問　県内他市町村の助成の状況はどうか。
答　�30市町村の内14市町で実施されている。金額も近隣は１日当たり２万円。

風しん予防接種事業費　1,164万円
　風しんの予防接種を受ける機会がなかった昭和37年４
月２日から昭和54年４月１日生まれの男性を対象として、
無料で抗体検査及び予防接種を３か年計画で実施します。

農林水産業総合振興事業費　1,679万２千円
　県の補助事業採択に伴い、農業法人が行う田植機、コンバイン等の購入
及び農業法人が借り受けるホールクロップ収穫機をリース会社が導入する
事業に対して補助します。
問　�リース会社に補助金を交付し、農業法人とリース会社が農機具のリー
ス契約を行うこととなっているが、その農機具は農業法人だけが専用
に使うのか、ほかにも貸すのか。

答　�リース会社が補助金を差し引いた形でリース料を設定
し、借受者の農業法人が専用に使用するものである。

問　�リース契約をした農業法人のメリットはあるのか。
答　�購入では農業法人の一時的な負担が大きいが、リース
なら負担を平準化でき経営が安定する。

６月定例会の議決結果をお知らせします

一般会計補正予算（第１号）

主な内容
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常任委員会の活動 議員はいずれかの委員会に属し､市の仕事を３つに分け関係する議案等の審査や調査を行います｡
（ただし議長は常任委員になりません。）

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー
風
と
ぴ
あ
内
に
安
田
支
所
オ
ー
プ
ン

安
田
支
所
移
転
後
の
状
況
を
調
査
（
５
月
10
日
）

　
今
年
３
月
に
安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

風
と
ぴ
あ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
１

階
に
併
設
さ
れ
た
安
田
支
所
の
状
況

に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
入
口
か
ら
入
る
と
左
側
に
安
田
公

民
館
、
体
育
館
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
事
務
所
と
並
ん
で
安
田
支

所
の
事
務
所
が
あ
り
、
窓
口
が
一
本

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
田
支
所
は
支

所
長
を
含
め
５
名
の
職
員
体
制
で
、

市
民
生
活
、
健
康
推
進
、
福
祉
、
税

務
、
会
計
収
納
な
ど
各
種
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

　
移
設
か
ら
ひ
と
月
経
ち
、
４
月
の

※
窓
口
対
応
件
数
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
75
歳
以
上
の
方

の
市
営
バ
ス
の
フ
リ
ー
パ
ス
申
請
受

付
が
始
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
分
と
し

て
１
６
０
件
ほ
ど
昨
年
よ
り
対
応
件

数
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
除
け

ば
過
去
２
年
の
４
月
と
比
較
し
て
ほ

ぼ
横
ば
い
と
の
こ
と
で
す
。
例
年
、

４
月
の
窓
口
対
応
件
数
は
約
２
０
０

０
件
前
後
で
、
今
年
度
で
見
る
と
最

も
多
い
の
が
市
民
生
活
業
務
で
７
４

２
件
、
次
い
で
会
計
収
納
関
係
で
５

０
５
件
、
続
い

て
福
祉
関
係
、

税
務
関
係
が
そ

れ
ぞ
れ
２
０
０

件
ほ
ど
で
し
た
。

　

１
人
で
数
件

の
用
事
を
足
さ

れ
る
方
も
お
ら

れ
、
月
曜
日
の

午
前
中
な
ど
時

間
帯
に
よ
っ
て

は
混
み
合
う
こ

と
も
あ
る
そ
う

で
す
が
、
待
合

ス
ペ
ー
ス
や
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー

の
広
さ
は
十
分

確
保
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
平
成

29
年
11
月
に
当

委
員
会
で
当
時

公
民
館
内
に
仮

設
さ
れ
て
い
た

安
田
支
所
を
視

察
し
た
際
に
は
、
全
体
的
に
狭
く
、

数
名
の
来
客
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
解

消
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
風
と
ぴ
あ
に
は
安
田
支
所
の
ほ
か

に
多
目
的
ホ
ー
ル
や
図
書
館
、
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
ル
ー
ム
な
ど
も
あ
り
、
移

動
せ
ず
に
複
数
の
用
事
を
1
か
所
で

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
支
所

窓
口
の
向
か
い
側
に
は
お
む
つ
交
換

台
や
幼
児
用
便
器
の
あ
る
多
機
能
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
玄

関
脇
の
交
流
ホ
ー
ル
は
バ
ス
で
訪
れ

た
方
の
待
合
場
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。
委
員
か
ら
は
、「
活
気
が

あ
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
。」「
よ
り
便

利
に
な
っ
た
安
田
支
所
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

（
※
窓
口
対
応
件
数
と
は
、
１
人
の

来
庁
者
が
複
数
用
件
を
足
し
た
場
合

そ
れ
ぞ
れ
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
も
の
で

来
庁
者
実
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

放
課
後
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
設
運
営
に
む
け
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
を
調
査
（
４
月
24
日
）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
共
働

き
等
に
よ
り
昼
間
保
護
者
が
い
な
い

家
庭
の
小
学
生
に
適
切
な
遊
び
と
生

活
の
場
を
与
え
、
健
全
な
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
、
阿

賀
野
市
に
は
、
公
立
２
施
設
、
私
立

７
施
設
が
あ
り
ま
す
。
利
用
登
録
数

は
全
施
設
の
合
計
で
、
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
４
８
０
名
で
あ
り
、
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
や
す
だ
児
童
ク
ラ
ブ
】

　
定
員
60
名
に
対
し
、
小
学
校
１
～

４
年
生
52
名
が
利
用
登
録
し
て
お

り
、
放
課
後
児
童
支
援
員
が
常
時

４
～
５
人
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
旧
安
田
公
民
館
１
階
部
分
の
３
部

屋
を
、
①
勉
強
す
る
部
屋
、
②
体
を

動
か
し
て
遊
ぶ
部
屋
、
③
休
む
部
屋

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
放
課
後

児
童
支
援
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の

見
守
り
を
し
て
お
り
、
天
気
の
良
い

日
に
は
隣
接
の
交
通
公
園
に
出
か
け

る
等
、
児
童
が
元
気
に
学
び
、
遊

び
、
生
活
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
対

応
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
や
す
だ
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
敷
地
隣
接
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
の
う
ち
へ

の
移
転
準
備
に
入
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
１
～
２
年
間
は
現
在
の
旧

公
民
館
を
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

【
コ
ス
モ
ス
児
童
ク
ラ
ブ
】

　
京
ヶ
瀬
地
区
の
旧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
永
寿
園
の
建
物
を
利
用
し

て
平
成
30
年
度
か
ら
運
営
が
開
始
さ

れ
、
平
成
31
年
４
月
に
民
間
の
京
ヶ

瀬
児
童
ク
ラ
ブ
と
統
合
し
ま
し
た
。

　
京
ヶ
瀬
児
童
館
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、
敷
地
内
に
は
高
齢
者
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
定
員
70
名
の
と
こ
ろ
登
録
者
数
76

名
を
放
課
後
児
童
支
援
員
８
名
で
対

応
し
、
阿
賀
野
市
内
で
は
利
用
者
数

が
一
番
多
い
児
童
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
定
員
に
対
し
登
録
が
６
名
超
過
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
登
録
し
て
い
る

児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
の
予
定
に
合
わ
せ

て
利
用
す
る
た
め
、
全
員
が
毎
日
利

用
す
る
こ
と
は
な
く
、
日
々
の
利
用

数
は
常
時
定
員
よ
り
低
い
状
況
と
の

こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
児
童
が
元
気
い
っ
ぱ
い

活
動
す
る
に
は
、
少
し
部
屋
の
狭
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
記
２
施
設
の
視
察
後
、
委
員
か

ら
は
、

・�

長
期
休
暇
の
み
の
各
施
設
の
利
用

者
数
や
受
け
入
れ
の
対
応

・�

利
用
料
減
免
制
度
に
つ
い
て

・�

コ
ス
モ
ス
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者

数
に
対
し
部
屋
が
狭
い
の
で
は
な

い
か

・�

基
準
の
数
字
の
み
で
は
な
く
現
場

を
預
か
る
放
課
後
児
童
支
援
員
の

意
見
も
聞
い
て
み
る
べ
き
で
は
な

い
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
担

当
課
か
ら
は
、

・�

長
期
休
暇
の
み
の
利
用
者
は
各
施

設
10
～
20
名
で
、
登
録
者
が
１
０

０
％
来
る
日
は
な
く
、
対
応
可
能

で
あ
る
。

・�

利
用
料
の
減
免
は
通
常
入
会
の
み
。

・�

コ
ス
モ
ス
児
童
ク
ラ
ブ
の
部
屋
の

面
積
に
つ
い
て
は
基
準
を
満
た
し

て
い
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
公
園

や
京
和
荘
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
活

動
す
る
こ
と
も
あ
る
。

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
の
状
況
が
完
成
形
で
は
な
く
、

今
後
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
意
見

も
聞
き
、
次
な
る
方
策
を
考
え
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

総
務
部
所
管
の
市
政
全
般
の
企
画
や
調
整
、
財
務
、
市
税
、
防
災
、

教
育
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

社
会
厚
生

常
任
委
員
会

民
生
部
所
管
の
福
祉
、
介
護
、
子
ど
も
、
保
健
、
医
療
、
環
境
、

生
涯
学
習
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
会
ま
で
）

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
状
況
に
つ
い
て

　
市
立
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
後
の
状
況
に
つ
い
て

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
会
ま
で
）

　
五
頭
の
麓
の
く
ら
し
館
移
転
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

安田支所を視察する委員

高齢者のデイサービスセンターの
建物を利用したコスモス児童クラブ

やすだ児童クラブで
説明を受ける委員
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常任委員会の活動

産
業
建
設

常
任
委
員
会

産
業
建
設
部
所
管
の
道
路
、
河
川
、
商
工
業
、
農
業
、
観
光
、
公
園
、

上
下
水
道
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

無
会
派

清
野
　
栄
一

当
市
の
少
子
化
対
応
に

つ
い
て

質
問　
平
成
21
年
か
ら
県
平
均
を
下

回
る
合
計
特
殊
出
生
率
。
低
迷
す
る

理
由
及
び
出
生
数
を
上
げ
る
た
め
に

何
が
必
要
か
。

答
弁　
要
因
は
婚
姻
率
の
低
下
や
出

産
世
代
の
転
出
超
過
。
出
生
対
策
は

産
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
。

質
問　

各
小
学
校
の
在
籍
数
を
６
年

後
と
比
較
す
る
と
地
域
差
が
歴
然
で
あ

り
、
地
域
ご
と
の
分
析
対
応
が
必
要
。

答
弁　
市
全
体
で
考
え
る
。

は
ぐ
ろ
の
里

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

宮
脇
　
雅
夫

住
民
悩
ま
す

畜
産
の
臭
気
対
策
を

質
問　
安
田
の
丸
山
地
内
に
あ
る
養

牛
場
が
発
生
源
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

悪
臭
が
、
住
民
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
約
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
住
民
が
、
昨
年
の
５
月
～
９
月
に

悪
臭
の
日
記
を
付
け
て
い
た
。
そ
の

結
果
は
、
計
１
３
７
日
間
の
う
ち
悪

臭
日
57
日
で
約
４
割
だ
っ
た
。
「
立

ち
く
ら
み
の
す
る
ほ
ど
、
恐
ろ
し
く

臭
い
」
日
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
地

域
住
民
か
ら
も
「
夜
、
戸
を
開
け
ら

れ
な
い
」
「
洗
濯
物
も
干
せ
な
い
」

と
の
悲
鳴
も
上
が
っ
て
い
る
。
対
策

は
緊
急
重
要
課
題
で
あ
る
。
①
市
は

臭
気
測
定
を
し
た
が
、
結
果
は
ど
う

項目
会派名･氏名 収　　入

支　　　　　　　　　　出 残額
（返還額）調査研究費 研修費 広報費 資料購入費 計

日本共産党（3名）
稲毛明、宮脇雅夫、倉島良司 540,000 549,178 549,178 0
公明党（1名）
村上清彦 180,000 129,562 38,556 168,118 11,882 
新政クラブ（2名）
近山修、江口卓王 360,000 26,000 231,232 64,618 321,850 38,150 
ネオあがの（2名）
天野美三男、市川英敏 360,000 250,197 77,112 5,661 332,970 27,030 

横井　基至 180,000 32,500 58,076 90,576 89,424 

清野　栄一 180,000 234,554 234,554 0

山賀　清一 180,000 13,000 113,810 96,840 223,650 0

中島　正昭 180,000 45,500 50,100 58,320 38,037 191,957 0

石川　恒夫 180,000 181,320 10,467 191,787 0

髙橋　幸信 180,000 148,600 32,400 181,000 0

山口　功位 180,000 147,300 48,000 195,300 0

遠藤　智子 180,000 45,500 73,350 73,536 192,386 0

浅間　信一 180,000 5,602 84,000 148,870 238,472 0

山崎　正春 180,000 45,500 75,048 76,853 197,401 0

風間　輝榮 180,000 7,916 131,060 32,737 171,713 8,287 

合　　　計 3,420,000 601,277 1,235,820 957,720 686,095 3,480,912 174,773 

平成30年度

政務活動費の収支を報告します
政務活動費は、議員の調査研究、その他の活動に
資するため必要な経費の一部として、条例に基づ
き会派または議員に対して交付されるものです。

政務活動費は１人月額１万５千円。６か月分ずつ２回に分けて交付され、残額は市に返還します。

注）広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費、事務所費の支出は、いずれの会派、議員とも０円でした。

（単位：円）

イ
ノ
シ
シ
被
害
及
び
た
め
池
の
現
状
を
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
４
月
22
日
）

（
１
）
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

（
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
地
視
察
）

　
市
で
は
、
阿
賀
野
市
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
を
策
定
し
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
と
し
て
現
在
70
名
の
方
を
任

命
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
有

害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
得
た
上
で
罠
や

銃
で
の
捕
獲
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、

2
月
と
3
月
に
は
一
斉
捕
獲
追
い
上

げ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
イ
ノ
シ
シ
の
有
害

捕
獲
頭
数
は
、
前
年
度
よ
り
13
頭
多

い
17
頭
、
ま
た
、
農
業
共
済
組
合
、

Ｊ
Ａ
及
び
被
害
農
家
か
ら
の
聞
き
取

り
で
把
握
し
た
被
害
金
額
は
、
前
年

度
よ
り
12
万
6
千
円
少
な
い
16
万
3

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
※
自
家
消

費
用
に
栽
培
す
る
作
物
に
つ
い
て
は

農
林
水
産
省
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
状
況
調
査
要
領
に
基
づ

き
除
外
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
出
没
情
報
は
、
折

居
、
女
堂
、
勝
屋
、
村
杉
、
大
日
、

赤
松
山
、
野
中
、
六
野
瀬
地
区
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
被
害

は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
罠
や

銃
器
に
よ
る
捕
獲
だ
け
で
防
げ
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
行
政
、
実
施

隊
、
被
害
集
落
が
一
体
と
な
っ
て
対

策
を
行
う
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

被
害
集
落
に
対
す
る
取
組
と
し
て
、

昨
年
度
は
専
門
家
を
講
師
に
招
い
て

イ
ノ
シ
シ
対
策
勉
強
会
を
開
催
し
た

ほ
か
、
集
落
全
体
で
獣
を
寄
せ
付
け

な
い
環
境
整
備
に
取
り
組
む
た
め
の

環
境
診
断
を
大
日
、
村
杉
集
落
で
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
集

落
で
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
被
害
対
策
の
取
組
へ
の
誘
導
を

図
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
担
当
課
に
寄
せ
ら
れ
た
目

撃
及
び
痕
跡
情
報
は
、
平
成
29
年
度

9
件
、
30
年
度
25
件
で
す
が
、
す
べ

て
の
件
数
が
報
告
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
年
々
頭

数
は
増
加
し
て
い
る
た
め
、
市
と
し

て
さ
ら
な
る
対
策
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

（
２
）
た
め
池
の
現
状
に
つ
い
て

　
県
の
農
業
用
た
め
池
台
帳
に
登
載

さ
れ
て
い
る
本
市
の
農
業
用
た
め
池

は
、
安
田
地
区
２
か
所
、
笹
神
地
区

８
か
所
の
合
計
10
か
所
あ
り
ま
す
。

　
管
理
の
状
況
は
、
小
栗
山
に
つ
い

て
は
阿
賀
野
川
土
地
改
良
区
、
そ
の

ほ
か
の
９
か
所
に
つ
い
て
は
地
元
自

治
会
や
農
家
組
合
が
行
っ
て
い
ま

す
。
市
の
管
理
及
び
所
有
は
あ
り
ま

せ
ん
。
阿
賀
野
川
土
地
改
良
区
に
よ

る
と
、
た
め
池
は
農
業
用
水
の
ほ
か

地
域
の
調
整
池
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
視
察

し
た
２
か
所
の
た
め
池
は
平
地
に
あ

り
、
破
堤
す
る
恐
れ
な
ど
は
見
受
け

ら
れ
ず
、
農
家
は
用
水
と
し
て
従
来

ど
お
り
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
め
池
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
国
会
で
「
農
業
用
た
め
池
管

理
保
全
法
案
」
が
全
会
一
致
で
可
決

成
立
し
ま
し
た
。
市
と
し
て
は
新
潟

県
と
相
互
に
連
携
を
は
か
り
な
が

ら
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
施
策
を
講

ず
る
よ
う
努
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
会
ま
で
）

　
（
１
）
う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館
の
飲
食
テ
ナ
ン
ト
の
状
況
に
つ
い
て

　
（
２
）
う
ら
ら
の
森
農
園
ハ
ウ
ス
の
状
況
に
つ
い
て

二本松地内の農業用ため池

六野瀬地内に設置されたイノシシ対策の罠
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一　般　質　問 60分の持ち時間の中で、質問と答弁のやり取りが繰り返されます。
掲載内容は質問議員がまとめたもので要旨を掲載しています。

無
会
派

清
野
　
栄
一

当
市
の
少
子
化
対
応
に

つ
い
て

質
問　
平
成
21
年
か
ら
県
平
均
を
下

回
る
合
計
特
殊
出
生
率
。
低
迷
す
る

理
由
及
び
出
生
数
を
上
げ
る
た
め
に

何
が
必
要
か
。

答
弁　
要
因
は
婚
姻
率
の
低
下
や
出

産
世
代
の
転
出
超
過
。
出
生
対
策
は

産
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
。

質
問　

各
小
学
校
の
在
籍
数
を
６
年

後
と
比
較
す
る
と
地
域
差
が
歴
然
で
あ

り
、
地
域
ご
と
の
分
析
対
応
が
必
要
。

答
弁　
市
全
体
で
考
え
る
。

は
ぐ
ろ
の
里

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
問　
昨
年
９
月
か
ら
休
止
に
な
っ

た
背
景
と
、
再
開
の
見
通
し
に
つ
い

て
。

答
弁　
「
職
員
間
の
意
思
の
疎
通
が

図
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
事
業

の
休
止
を
招
い
た
」
と
阿
賀
北
総
合

福
祉
協
会
か
ら
報
告
が
あ
り
、
市
は

理
事
者
側
と
職
員
の
双
方
と
面
談
を

行
い
、
組
織
内
で
の
意
思
の
疎
通
を

図
る
よ
う
要
請
し
た
。
事
業
者
よ
り

事
業
の
縮
小
も
検
討
し
、
早
期
の
再

開
を
目
指
す
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

質
問　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る

６
人
全
員
が
休
職
。
単
な
る
意
思
疎

通
不
足
な
の
か
。
随
時
監
査
を
行
う

べ
き
と
思
う
。
ま
た
、
適
切
な
市
の

助
力
も
お
願
い
す
る
。

答
弁　
監
査
は
県
の
基
準
で
実
施
。

瓢
湖
の
環
境
保
全
と

に
ぎ
わ
い
創
出

質
問　
昨
年
も
要
望
し
た
が
、
湖
の

「
か
い
ぼ
り
」
と
北
側
水
路
の
「
江

浚
い
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
弁　
今
年
度
、
湖
底
の
水
深
状
況

を
把
握
す
る
。
北
側
水
路
は
今
年

「
江
浚
い
」
を
実
施
す
る
。

質
問　
昨
年
９
月
に
瓢
湖
の
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
来
訪

者
の
あ
っ
た
民
放
音
楽
イ
ベ
ン
ト
開

催
見
込
み
は
ど
う
か
。

答
弁　
イ
ベ
ン
ト
は
興
行
で
あ
り
、

一
般
の
公
園
利
用
に
支
障
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
不
許
可
と
し
た
。

意
見　
昨
年
は
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
も
新
津
・
水
原
間
に
臨

時
列
車
を
３
便
運
行
し
て
く
れ
る
な

ど
、
県
内
外
か
ら
１
７
０
０
人
も
の

方
々
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
。
放
送

局
の
主
催
事
業
で
あ
り
、
た
だ
で
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
を
発
信
し
、
阿
賀
野

市
の
知
名
度
を
上
げ
、
来
て
く
れ
る

人
が
増
え
る
。
昨
年
は
良
く
て
今
年

は
だ
め
。
非
常
に
残
念
な
判
断
と
思

う
。

日
本
共
産
党

宮
脇
　
雅
夫

住
民
悩
ま
す

畜
産
の
臭
気
対
策
を

質
問　
安
田
の
丸
山
地
内
に
あ
る
養

牛
場
が
発
生
源
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

悪
臭
が
、
住
民
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
約
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
住
民
が
、
昨
年
の
５
月
～
９
月
に

悪
臭
の
日
記
を
付
け
て
い
た
。
そ
の

結
果
は
、
計
１
３
７
日
間
の
う
ち
悪

臭
日
57
日
で
約
４
割
だ
っ
た
。
「
立

ち
く
ら
み
の
す
る
ほ
ど
、
恐
ろ
し
く

臭
い
」
日
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
地

域
住
民
か
ら
も
「
夜
、
戸
を
開
け
ら

れ
な
い
」
「
洗
濯
物
も
干
せ
な
い
」

と
の
悲
鳴
も
上
が
っ
て
い
る
。
対
策

は
緊
急
重
要
課
題
で
あ
る
。
①
市
は

臭
気
測
定
を
し
た
が
、
結
果
は
ど
う

か
。
当
養
牛
場
に
は
何
頭
飼
育
さ
れ

て
い
る
の
か
。
②
「
悪
臭
防
止
法
」

に
よ
る
具
体
的
施
策
と
し
て
、
畜
舎

は
、
糞
尿
の
早
期
分
離
と
搬
出
、
敷

料
の
敷
き
こ
み
、
断
熱
・
換
気
、
エ

サ
の
腐
敗
を
防
ぐ
、
床
を
乾
い
た
状

態
に
保
つ
こ
と
等
あ
る
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
③
「
家
畜
排
せ

つ
物
法
」
で
は
、
野
積
み
や
素
掘
り

防
止
と
、
堆
肥
化
な
ど
の
処
理
を
施

す
と
し
て
お
り
、
国
の
各
種
支
援
措

置
も
あ
る
。
改
善
命
令
違
反
の
場

合
、
1
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
対
策
は
ど
う

か
。

答
弁　
今
年
３
月
実
施
の
２
か
所
の

臭
気
測
定
結
果
は
、
規
制
基
準
値
が

臭
気
指
数
12
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
13
で
あ
っ
た
（
違
反)

。
臭

気
は
、
牛
床
の
入
れ
替
え
時
や
堆
肥

生
産
時
の
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
に
よ

る
「
切
り
返
し
」
で
堆
肥
を
攪
拌
す

る
際
に
発
生
し
、
堆
肥
舎
の
前
面
が

開
放
型
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
臭
気

が
拡
散
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

飼
育
頭
数
は
安
田
で
約
１
７
０
０

頭
、
水
原
で
約
４
０
０
頭
。
今
後
、

県
環
境
セ
ン
タ
ー
、
新
発
田
地
域
振

興
局
な
ど
と
連
携
し
、
定
期
的
な
臭

気
測
定
や
訪
問
に
よ
る
排
せ
つ
物
管

理
の
状
況
確
認
を
行
い
、
事
業
者
に

改
善
を
要
請
す
る
。

●�

そ
の
他
、
「
子
ど
も
の
医
療
費
を

無
料
化
せ
よ
」
、
「
学
童
保
育
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
質
問
。

阿
賀
野
ク
ラ
ブ

浅
間
　
信
一

農
業
に
つ
い
て

質
問　
園
芸
農
業
を
け
ん
引
す
る
う

ら
ら
の
森
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
備
え
た
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
ト
マ
ト
を
栽
培

し
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度
の
決
算

の
結
果
を
伺
う
。

答
弁　
収
入
は
約
４
５
０
万
円
、
支

出
は
約
２
５
０
万
円
で
あ
り
、
農
家

で
あ
れ
ば
約
２
０
０
万
円
の
収
入
と

言
え
る
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
今

年
度
は
増
収
の
策
と
し
て
、
苗
木
の

20
％
増
及
び
経
費
等
の
検
討
を
す

る
。
こ
の
ハ
ウ
ス
は
、
何
を
生
産
す

れ
ば
農
家
に
と
っ
て
有
益
か
と
い
う

こ
と
で
始
め
、
ま
た
、
興
味
を
持
っ

た
農
家
が
研
修
し
て
技
術
を
習
得

し
た
り
、
園
芸
作
物
を
導
入
し
稲
作

と
の
複
合
営
農
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
、
小
中
高
生
に
働
き
か
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
園
芸
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御
の

学
習
会
を
開
催
す
る
場
の
提
供
等
を

目
的
と
し
て
い
る
。

質
問　
農
業
で
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

時
代
が
始
ま
る
が
、
Ｉ
Ｔ
で
省
力

化
、
担
い
手
不
足
対
策
で
農
家
の
収

益
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は
コ
ス
ト

面
で
高
価
な
た
め
、
国
な
ど
の
補
助

金
等
が
あ
る
と
思
う
が
、
当
市
に
導

入
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁　
近
い
将
来
に
お
い
て
、
「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
は
農
業
の
担
い
手
不

足
や
省
力
化
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
高
価
な
機

械
を
小
規
模
農
家
が
容
易
に
導
入
で

き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ほ

場
整
備
と
併
せ
、
農
業
振
興
協
議
会

担
い
手
部
会
や
市
認
定
農
業
者
会
の

取
り
組
み
支
援
を
進
め
、
農
業
法
人

の
育
成
に
も
努
め
て
い
く
。

報
告　
市
の
耕
地
面
積
規
模
別
農
家

数
・
５
ha
以
上
は
平
成
17
年
の
１
５

５
戸
か
ら
平
成
27
年
に
は
１
９
８
戸

と
な
り
、
10 

ha
以
上
は
平
成
17
年

の
26
戸
か
ら
平
成
27
年
に
は
59
戸
と

増
え
、
年
々
大
規
模
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
農
業
新
聞
５
月
24
日
号

で
、
う
ら
ら
の
森
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ウ
ス
で

学
生
の
視
察
時
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。

新
政
ク
ラ
ブ

近
山
　
　
修

防
犯
灯
の
設
置
計
画
に

つ
い
て

質
問　
今
年
５
月
に
新
潟
市
東
区
で

午
後
８
時
頃
、
女
子
高
校
生
が
襲
わ

れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
現
場
の
周

囲
に
は
街
灯
な
ど
は
な
く
、
人
通
り

の
少
な
い
路
上
で
あ
っ
た
。

　
阿
賀
野
市
に
お
い
て
も
、
同
様
の

場
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
防
犯
灯

の
設
置
計
画
と
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
阿
賀
野
市
の
防
犯
灯
に
つ
い

て
は
、
主
に
生
活
道
路
の
事
故
防
止

及
び
犯
罪
の
抑
止
を
目
的
に
小
・
中

学
校
の
通
学
路
や
公
共
施
設
周
辺
な

ど
を
優
先
し
、
計
画
的
に
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　
昨
年
度
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
並

び
に
10
月
に
実
施
し
た
通
学
路
合
同

点
検
を
踏
ま
え
、
防
犯
上
危
険
な
箇

所
や
通
学
路
を
中
心
に
７
地
区
、
２

３
０
０
ｍ
の
防
犯
灯
設
置
を
計
画
し

た
。
今
年
度
末
に
お
い
て
、
ほ
場
整

備
や
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
事
業
と
の
調

整
が
必
要
な
２
か
所
を
除
き
、
完
了

の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
分
田
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
小
学
校
、

子
ど
も
園
の
近
傍
に
お
い
て
、
緊
急

的
な
交
通
事
故
対
策
が
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
し
て
い

る
。

　
今
後
も
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
学

路
の
見
守
り
活
動
を
実
施
し
、
地
域

の
実
情
を
熟
知
し
て
い
る
自
治
会
と

情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の

安
全
確
保
の
た
め
、
防
犯
灯
の
整
備

に
努
め
て
い
く
。

笹岡小学校前から金屋の歩道に設置した防犯灯

阿賀野市のイメージキャラクター
「ごずっちょ」
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一　般　質　問

ネ
オ
あ
が
の

市
川
　
英
敏

学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問　
平
成
16
年
４
月
の
２
町
２
村

の
合
併
以
来
、
約
４
万
９
０
０
０
人

の
人
口
が
令
和
元
年
５
月
に
は
約
４

万
２
０
０
０
人
、
15
年
で
約
７
０
０

０
人
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う

児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
小
学
校
の

統
廃
合
が
進
み
、
６
校
が
廃
校
と

な
っ
た
。

　
教
職
員
、
教
育
委
員
会
、
地
域
の

皆
様
の
御
努
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

る
統
合
だ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
度
５
月
22
日
に
新
し
く
教
育

長
に
就
任
さ
れ
た
神
田
教
育
長
に
、

今
後
の
阿
賀
野
市
の
児
童
生
徒
に
対

す
る
教
育
の
方
向
性
、
学
力
向
上
、

部
活
動
な
ど
、
学
校
教
育
全
般
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
に
制
定
し
た
阿
賀
野
市

教
育
の
大
綱
で
示
さ
れ
て
い
る
教
育

の
基
本
理
念
「
自
立
・
信
頼
・
共

生
」
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
個
の
伸
長

と
社
会
性
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
総
力
を
結
集
し
、

各
小
中
学
校
・
幼
稚
園
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
教
育
の
振
興
を
図
る
。

　
学
力
向
上
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
に
は
急
激
な
技
術
革
新
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
現
代
を
切
り
拓
い
て

い
く
力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
伸
び

伸
び
と
し
た
教
育
環
境
の
中
で
、
主

体
的
に
問
題
を
解
決
で
き
る
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
身
に
付

け
、
自
分
の
考
え
を
主
張
し
た
り
人

間
関
係
を
築
い
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
故
郷
へ

の
愛
着
や
誇
り
と
い
っ
た
心
情
を
育

む
こ
と
の
３
つ
の
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
阿
賀
野
市
学
校

教
育
に
お
け
る
重
点
項
目
と
し
て
盛

り
込
む
と
と
も
に
、
周
知
実
践
を
図

る
。

　
部
活
動
は
、
文
部
科
学
省
策
定
の

部
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
総
合
的

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
縮
小
傾
向

に
あ
る
が
、
生
徒
と
教
師
の
人
間
関

係
を
深
め
る
場
、
生
徒
が
自
己
実
現

を
図
る
場
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
実
施
を
尊
重
し
て
ま
い
り
た

い
。

無
会
派

遠
藤
　
智
子

駐
車
場
用
地
確
保
に

つ
い
て

質
問　

昨
年
の
12
月
議
会
に
お
い

て
、
市
役
所
駐
車
場
の
拡
張
に
つ
い

て
の
一
般
質
問
の
中
で
、
水
原
総
合

体
育
館
等
で
の
催
し
物
や
各
種
大
会

の
実
施
、
災
害
時
の
避
難
を
考
慮
し

た
場
合
に
現
駐
車
場
で
は
不
足
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
体
育
館
正
面

前
の
民
間
所
有
の
土
地
の
購
入
検
討

に
つ
い
て
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
市
長

よ
り
、
土
地
の
所
有
、
管
理
者
に
土

地
活
用
や
売
却
の
意
思
、
価
格
面
で

の
調
査
を
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
調
査
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
体
育
館
正
面
前
の
民
有
地
の

土
地
購
入
検
討
の
提
案
を
受
け
、
土

地
所
有
者
へ
今
後
の
土
地
活
用
の
予

定
を
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
化
の

計
画
が
あ
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
の
民
有
地
に
よ
る
駐
車
場
の

拡
張
は
難
し
い
。
市
役
所
、
水
原
総

合
体
育
館
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
各
種
大
会
等
の
日
程
が

重
な
っ
た
場
合
、
不
便
を
か
け
る
状

況
も
発
生
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
市
役
所
等
の
周
辺
に
あ
る
現
有
駐

車
場
を
有
効
活
用
し
て
い
く
。

安
田
地
区
の
フ
ッ
素

塗
布
会
場
に
つ
い
て

質
問　
当
市
に
あ
っ
て
は
、
10
ヶ
月

児
か
ら
フ
ッ
素
事
業
が
進
め
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
歯
の
健
康
維
持
に
寄

与
さ
れ
て
い
る
。
フ
ッ
素
塗
布
は
旧

地
区
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

安
田
地
区
の
み
水
原
会
場
と
な
っ
て

い
る
。
新
設
さ
れ
た
風
と
ぴ
あ
で
の

安
田
地
区
の
フ
ッ
素
事
業
の
実
施
を

希
望
す
る
声
が
聞
か
れ
る
た
め
、
会

場
の
選
定
に
は
適
す
る
条
件
も
必
要

か
と
考
え
る
が
、
検
討
を
望
む
。

答
弁　
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
受

診
の
定
着
や
、
指
定
地
区
に
こ
だ
わ

ら
ず
保
護
者
の
勤
務
状
況
や
子
ど
も

の
体
調
に
合
わ
せ
都
合
の
よ
い
実
施

日
・
会
場
で
の
受
診
者
が
増
え
て
い

る
が
、
今
後
は
風
と
ぴ
あ
の
活
用
が

可
能
で
あ
る
か
、
市
の
フ
ッ
素
塗
布

事
業
全
体
の
見
直
し
を
含
め
て
、
北

蒲
原
歯
科
医
師
会
阿
賀
野
班
等
と
協

議
し
、
来
年
度
実
施
に
向
け
た
具
体

的
な
検
討
を
進
め
る
。

日
本
共
産
党

倉
島
　
良
司

保
育
料
の
無
償
化
に

伴
う
影
響
に
つ
い
て

質
問　

今
年
10
月
か
ら
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
新
制
度
に
よ
っ
て
、
「
①
市

町
村
の
責
任
が
縮
小
さ
れ
る
、
②
３

歳
児
以
上
は
学
校
法
人
、
社
会
福
祉

法
人
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
中
心
、

２
歳
児
以
下
は
企
業
中
心
に
よ
る
地

域
型
保
育
事
業
、
企
業
主
導
型
保
育

事
業
中
心
に
な
る
な
ど
、
③
保
育

園
、
幼
稚
園
を
大
き
く
変
え
る
の
が

市
町
村
の
進
め
る
地
方
行
政
改
革
で

中
心
が
公
共
施
設
計
画
、
④
規
制
緩

和
と
企
業
参
入
の
促
進
、
⑤
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
で
予
算
を
確
保
す
る

仕
組
み
を
変
え
る
」
な
ど
保
育
園
や

幼
稚
園
が
急
速
に
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
10
月
か
ら
の
無
償
化
に
よ
っ

て
ど
の
く
ら
い
財
源
が
必
要
な
の
か

伺
う
。
（
報
道
に
よ
れ
ば
、
政
府
は

新
制
度
で
必
要
と
な
る
新
た
な
財
源

は
１
兆
円
で
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
り
国
民
が
負
担
。
）

答
弁　
10
月
の
消
費
税
率
10
％
へ
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
増
税
分
の
一
部

が
幼
児
教
育
、
保
育
無
償
化
に
充
て

ら
れ
、
３
～
５
歳
ま
で
と
０
～
２
歳

ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
保
育

料
が
無
償
化
さ
れ
る
。
現
時
点
で
の

市
の
負
担
額
は
、
運
営
に
必
要
な
経

費
約
17
億
５
千
２
百
万
円
か
ら
、
保

護
者
負
担
、
国
、
県
負
担
分
を
差
し

引
き
、
独
自
軽
減
分
を
合
わ
せ
約
５

億
１
千
５
百
万
円
。
本
年
度
は
国
が

地
方
負
担
額
を
臨
時
交
付
金
に
よ
り

手
当
す
る
た
め
、
市
が
負
担
す
る
金

額
は
約
４
億
６
千
万
円
と
な
り
５
千

５
百
万
円
の
減
額
、
来
年
度
は
臨
時

交
付
金
が
な
く
な
る
も
の
の
市
の
負

担
は
現
時
点
か
ら
３
千
８
百
万
円
の

減
額
が
見
込
ま
れ
る
。

一
灯
式
信
号
機
の

交
差
点
に
つ
い
て

質
問　
駒
林
地
内
の
一
灯
式
信
号
機

の
交
差
点
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
す

で
に
３
回
の
人
身
事
故
が
発
生
し
、

い
ま
だ
に
む
ち
打
ち
症
で
困
っ
て
い

る
方
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
警
察

と
は
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ
た
の

か
、
優
先
道
路
と
言
わ
れ
て
い
る
方

の
ス
ピ
ー
ド
を
少
な
く
と
も
時
速
30

㎞
制
限
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
弁　
警
察
で
は
、
一
灯
式
信
号
機

よ
り
も
一
時
停
止
標
識
に
よ
る
規
制

の
方
が
事
故
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
と

し
て
お
り
、
速
度
制
限
よ
り
も
そ
の

対
策
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

公
明
党

村
上
　
清
彦

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問　
近
年
、
全
国
的
に
空
き
家
が

増
加
。
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
き
家
は
、
防
災
、
防
犯
、
衛

生
、
景
観
面
で
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
当
市

で
は
平
成
26
年
４
月
に
適
正
な
管
理

を
義
務
付
け
る
条
例
を
施
行
し
て
い

る
が
、
取
り
組
み
の
成
果
を
伺
う
。

答
弁　
管
理
不
十
分
な
空
き
家
と
認

め
ら
れ
た
所
有
者
に
助
言
、
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
末
で
２

６
８
件
に
達
し
、
そ
の
う
ち
9
件
が

除
却
さ
れ
た
。
空
き
家
バ
ン
ク
で
は

30
件
が
登
録
さ
れ
、
そ
の
う
ち
17
件

が
売
買
、
賃
貸
さ
れ
て
い
る
。
空
き

家
の
把
握
数
は
５
７
８
件
で
、
前
回

調
査
時
と
比
較
し
て
１
７
２
件
が
減

少
し
て
い
る
。

質
問　
国
は
対
策
計
画
策
定
と
協
議

会
設
置
を
求
め
て
い
る
が
、
当
市
で

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
今
年
度
、
法
律
や
建
築
関
係

者
等
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
に
は
か

り
、
計
画
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

質
問　

空
き
家
の
解
体
費
用
の
補

助
、
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
制
度
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

答
弁　
今
年
度
、
協
議
会
か
ら
意
見

を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
除
却
補
助

を
実
施
し
て
い
る
他
市
の
実
態
を
調

査
し
た
上
で
、
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
く
。

期
日
前
投
票
の
利
便
性

向
上
に
つ
い
て

質
問　
ワ
ゴ
ン
車
を
使
っ
た
移
動
式

や
、
商
業
施
設
な
ど
に
投
票
所
を
設

け
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
利
便
性
向
上
の
必
要
は
十
分

認
識
し
て
い
る
が
、
人
員
確
保
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
課
題
も
あ
り
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　
入
場
券
の
裏
面
に
、
期
日
前

投
票
に
必
要
な
宣
誓
書
を
印
刷
す
る

方
法
が
各
地
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

事
前
に
記
入
し
て
投
票
所
に
持
参
す

れ
ば
受
付
が
早
く
済
む
た
め
、
利
用

者
に
は
好
評
と
の
こ
と
。
当
市
で
も

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
投
票
者
の
手
間
を
省
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
か
ら

の
実
施
に
向
け
準
備
を
し
て
い
く
。

今年３月にオープンした風とぴあ

ネ
オ
あ
が
の

天
野
美
三
男

ご
み
処
理
に
つ
い
て

質
問　
有
害
な
廃
棄
物
の
国
際
的
な

移
動
を
規
制
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の

締
約
国
会
議
で
、
汚
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
輸
出
入
の
規
制
の
対

象
に
加
え
る
よ
う
条
約
が
改
正
さ
れ

た
（
２
０
２
１
年
１
月
に
発
効
す

る
）
。
飲
み
残
し
で
汚
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
り
、
生
ご
み
と
混
じ
っ
た
り

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な
い
プ

ラ
ご
み
は
有
害
廃
棄
物
に
指
定
さ
れ

相
手
国
の
同
意
の
な
い
輸
出
は
禁
止

と
な
る
。
阿
賀
野
市
環
境
セ
ン
タ
ー

の
平
成
21
年
度
～
平
成
25
年
度
平
均

値
で
ビ
ニ
ー
ル
・
樹
脂
等
ご
み
調
査

で
は
15
・
１
％
で
あ
り
五
泉
地
域
衛

日
本
共
産
党

稲
毛
　
　
明

交
通
安
全
対
策

質
問　
子
ど
も
の
通
学
路
対
策
に
つ

い
て

　
最
近
、
悲
惨
な
事
故
が
起
き
て
い

る
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
伺
う
。
通
学
路
の
総
点
検
、
検

証
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
中
で
市
の

対
策
は
ど
こ
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答
弁　
滋
賀
県
大
津
市
で
発
生
し
た

保
育
園
児
死
傷
事
故
は
、
安
全
な
歩

道
上
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
犠
牲
と
な
っ
た
痛
ま
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
ど
こ
で
も
事
故

が
発
生
す
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
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ネ
オ
あ
が
の

天
野
美
三
男

ご
み
処
理
に
つ
い
て

質
問　
有
害
な
廃
棄
物
の
国
際
的
な

移
動
を
規
制
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の

締
約
国
会
議
で
、
汚
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
輸
出
入
の
規
制
の
対

象
に
加
え
る
よ
う
条
約
が
改
正
さ
れ

た
（
２
０
２
１
年
１
月
に
発
効
す

る
）
。
飲
み
残
し
で
汚
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
り
、
生
ご
み
と
混
じ
っ
た
り

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な
い
プ

ラ
ご
み
は
有
害
廃
棄
物
に
指
定
さ
れ

相
手
国
の
同
意
の
な
い
輸
出
は
禁
止

と
な
る
。
阿
賀
野
市
環
境
セ
ン
タ
ー

の
平
成
21
年
度
～
平
成
25
年
度
平
均

値
で
ビ
ニ
ー
ル
・
樹
脂
等
ご
み
調
査

で
は
15
・
１
％
で
あ
り
五
泉
地
域
衛

生
施
設
組
合
に
お
い
て
は
、
28
・

５
％
で
あ
る
。
今
後
の
ご
み
軽
減
や

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
の
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　
当
市
の
ご
み
の
現
状
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
の
ご
み
排
出
量
は

１
万
４
９
１
４
ト
ン
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
25
年
度
以
降
わ
ず
か
ず
つ

で
は
あ
る
が
減
少
し
て
い
る
。
３
Ｒ

を
基
本
と
し
て
、
市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
意
識
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

登
山
に
つ
い
て

質
問　
５
月
３
日
に
五
頭
山
の
山
開

き
が
あ
り
報
道
に
よ
る
と
、
登
山
に

家
族
連
れ
ら
が
２
０
０
０
人
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
。
観
光
関
係
者
や
登
山

客
が
遭
難
事
故
防
止
の
安
全
祈
願
祭

に
参
加
し
た
。
安
全
な
登
山
の
た
め

に
行
政
、
消
防
、
山
の
関
係
者
で
安

全
点
検
を
実
施
し
た
と
聞
い
て
い

る
。
今
回
の
点
検
で
危
険
箇
所
や
対

策
状
況
を
伺
う
。
ま
た
阿
賀
野
市
に

お
い
て
の
遭
難
状
況
等
を
伺
う
。

答
弁　
行
政
、
消
防
、
警
察
、
山
の

会
の
関
係
者
等
、
総
勢
38
人
の
６
班

体
制
で
、
五
頭
連
峰
７
か
所
あ
る
登

山
口
点
検
を
行
っ
た
。
雪
が
残
る
所

で
は
赤
色
ス
プ
レ
ー
で
の
雪
面
マ
ー

キ
ン
グ
や
樹
木
に
目
印
テ
ー
プ
を
付

け
る
対
策
及
び
誘
導
看
板
や
注
意
看

板
の
設
置
、
危
険
箇
所
へ
の
ロ
ー
プ

張
り
を
徹
底
し
た
。
平
成
16
年
の
合

併
以
降
、
五
頭
連
峰
に
お
い
て
は
６

件
の
山
岳
遭
難
が
発
生
し
て
い
る
。

五
頭
山
は
阿
賀
野
市
の
大
切
な
観
光

資
源
で
あ
り
、
安
全
に
登
山
を
楽

し
め
る
よ

う
、
こ
れ

か
ら
も
整

備
に
努
め

る
。

日
本
共
産
党

稲
毛
　
　
明

交
通
安
全
対
策

質
問　
子
ど
も
の
通
学
路
対
策
に
つ

い
て

　
最
近
、
悲
惨
な
事
故
が
起
き
て
い

る
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
伺
う
。
通
学
路
の
総
点
検
、
検

証
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
中
で
市
の

対
策
は
ど
こ
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答
弁　
滋
賀
県
大
津
市
で
発
生
し
た

保
育
園
児
死
傷
事
故
は
、
安
全
な
歩

道
上
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
犠
牲
と
な
っ
た
痛
ま
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
ど
こ
で
も
事
故

が
発
生
す
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
毎
年
4
月
に
通
学
路
の
危
険
箇
所

の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
夏
の

通
学
路
緊
急
点
検
の
検
証
内
容
も
あ

わ
せ
て
確
認
し
て
お
り
、
順
次
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

質
問　
特
に
次
郎
丸
か
ら
笹
岡
小
学

校
の
通
学
路
が
危
険
で
あ
る
。
地
元

自
治
会
の
住
民
の
方
々
か
ら
も
要
望

が
出
て
い
る
。
道
路
幅
が
狭
く
、
歩

道
も
な
い
。
早
急
に
改
善
、
改
良
を

要
す
る
。

答
弁　
市
道
山
崎
次
郎
丸
線
の
幅
員

は
5
～
6.5
ｍ
と
狭
い
こ
と
、
通
学
路

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
速
30
㎞
の
速

度
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。

質
問　
金
屋
交
差
点
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答
弁　
以
前
よ
り
危
険
箇
所
と
確
認

し
て
い
る
。
金
屋
交
差
点
は
、
い
ろ

い
ろ
改
良
は
し
て
い
る
が
根
本
的
な

解
決
策
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
拡
幅
に

つ
い
て
も
道
路
管
理
者
に
要
望
を
継

続
し
て
い
る
。

質
問　
園
児
た
ち
の
散
歩
コ
ー
ス
も

あ
わ
せ
て
点
検
を
要
す
る
。

答
弁　
大
き
な
道
路
の
横
断
を
極
力

少
な
く
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

今
回
の
大
津
市
の
事
故
を
受
け
、
引

率
す
る
職
員
体
制
と
引
率
時
の
注
意

点
も
再
確
認
を
し
た
。

意
見　
笹
岡
小
学
校
前
の
橋
を
大
型

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
曲
が

れ
る
よ
う
改
良
し
て
ほ
し
い
。

無
会
派

横
井
　
基
至

「
阿
賀
野
市
の
売
り
込
み
」
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
問　
阿
賀
野
市
の
認
知
度
を
高
め

る
施
策
は
ど
こ
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る

他
、
首
都
圏
に
対
し
て
は
、
表
参
道

ネ
ス
パ
ス
新
潟
館
や
ふ
る
さ
と
回
帰

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
に
チ
ラ
シ
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
主
催
の

「
に
い
が
た
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

移
住
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
動
状
況
は
。

答
弁　
首
都
圏
在
住
の
16
名
を
任
命

し
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
頂
い

て
い
る
。

質
問　

市
、
教
育
関
係
、
観
光
協

会
、
商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

団
体
、
民
間
グ
ル
ー
プ
の
行
事
を
統

合
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
る
こ
と

は
可
能
か
。

答
弁　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る

カ
レ
ン
ダ
ー
を
利
用
し
て
つ
く
る
こ

と
は
可
能
。
各
種
団
体
に
対
し
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。 

質
問　
農
業
分
野
で
定
住
人
口
を
増

や
す
施
策
は
あ
る
か
。
ま
た
発
信
は

し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
「
就
農
に
い
が
た
ス
タ
ー
ト

ナ
ビ
」
や
「
農
の
雇
用
事
業
」
な
ど

の
紹
介
や
活
用
を
引
き
続
き
進
め

る
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、

首
都
圏
生
協
と
の
連
携
が
30
年
以
上

続
い
て
お
り
、
人
的
交
流
と
産
直
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
交
流
人
口
増
大
と
産
業
振
興

の
観
点
か
ら
、
白
鳥
公
園
で
の
民
放

音
楽
イ
ベ
ン
ト
中
止
を
ど
う
考
え
る

か
。
今
後
イ
ベ
ン
ト
誘
致
の
際
、
使

用
可
能
な
他
の
施
設
は
あ
る
か
。

答
弁　
産
業
振
興
と
興
行
は
別
。
高

額
の
入
場
料
と
場
所
の
占
有
は
本
来

の
公
園
利
用
の
目
的
で
は
な
い
。
他

の
施
設
と
し
て
は
、
県
民
い
こ
い
の

森
、
う
ら
ら
の
森
広
場
、
野
球
場
な

ど
が
あ
る
。

質
問　
住
民
の
愛
着
心
の
醸
成
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　
ま
ず
は
地
域
を
知
る
こ
と
が

大
切
。
小
・
中
学
校
で
は
学
校
・
家

庭
・
地
域
と
連
携
し
た
学
習
活
動

を
行
っ
て
い

る
。

意
見　
地
域

の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
市

民
へ
の
発
信

に
更
に
力
を

入
れ
て
も
ら

い
た
い
。

無
会
派

山
賀
　
清
一

行
財
政
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て

質
問　
世
の
変
化
に
対
応
対
処
し
、

増
え
続
け
る
空
き
家
と
少
子
化
。
打

つ
手
は
明
確
に
あ
る
の
か
。
現
在
、

倒
壊
の
恐
れ
や
衛
生
環
境
問
題
等
に

自
治
体
と
し
て
積
極
的
な
方
法
で
当

た
ら
な
け
れ
ば
、
近
い
将
来
大
変
危

険
な
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
災
害
時
に
も
備

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
相
当
な
戸

数
の
空
き
家
が
市
内
各
地
に
存
在
す

る
こ
と
が
数
字
で
明
白
で
あ
り
、
助

言
指
導
勧
告
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば

市
長
が
代
執
行
撤
去
で
き
る
特
措
法

の
中
で
応
用
可
能
な
物
件
か
ら
対
処

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
手
段
と
し
て
は
、
十
分
に
利
活

用
可
能
な
物
件
に
は
各
業
界
組
織
の

方
々
と
話
し
合
い
を
し
、
良
い
方
向

性
に
持
っ
て
い
く
手
だ
て
が
あ
る

が
、
こ
の
点
の
進
め
具
合
が
見
え
て

こ
な
い
。
考
え
を
伺
う
。
所
有
者
の

意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で

あ
る
。

答
弁　
実
態
調
査
に
基
づ
き
管
理
不

全
の
空
き
家
の
適
正
管
理
を
促
し
、

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
空
き
家

総
数
は
５
７
８
件
で
あ
り
、
条
例
に

よ
る
助
言
等
を
行
い
対
処
し
て
い

る
。
色
々
な
影
響
も
考
慮
し
、
助
言

指
導
を
徹
底
し
除
却
、
有
効
活
用
に

繋
が
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

る
。

平
成
の
時
、
子
ど
も
の

減
少
に
つ
い
て

質
問　
子
ど
も
の
減
少
は
頭
の
痛
い

と
こ
ろ
。
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

根
っ
こ
を
は
っ
き
り
と
解
き
、
問
題

解
決
に
前
向
き
な
姿
勢
が
必
要
。
現

在
の
状
況
で
は
、
す
べ
て
の
歯
車
が

噛
み
合
わ
な
い
現
象
を
ど
う
捉
え
る

の
か
答
弁
を
。

答
弁　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数

は
、
平
成
の
30
年
余
り
で
７
８
７
万

人
減
。
生
活
及
び
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
要
因
が
複
合
的
に
影
響
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
社
会
の
持
続
可

能
性
や
自
治
体
経
営
の
観
点
か
ら
非

常
に
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

意
見　
嫁
婿
問
題
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
婚
活
を
年
３
回
く
ら
い
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。
色
々
な
方
法
が
あ

る
。

五頭山頂からの阿賀野市
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意見　
分
田
小
学
校
に
あ
る
柔
道
用
の

畳
が
ボ
ロ
ボ
ロ
で
修
理
を
し
て
も
使

え
な
い
。
60
枚
の
内
半
分
が
だ
め
で

怪
我
の
元
で
あ
る
（
分
田
柔
道
ク
ラ

ブ
）。

問　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
遠
征
が
多

い
。
市
の
バ
ス
利
用
は
年
３
回
、
県

内
に
限
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
個
々

に
行
く
と
危
険
で
あ
り
、
も
う

ち
ょ
っ
と
利
用
で
き
る
回
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）。

答　
予
約
順
の
貸
出
と
な
っ
て
お
り
、

公
平
性
を
保
つ
た
め
回
数
制
限
を
設

け
て
い
ま
す
。
土
日
使
用
率
は
３
～

４
割
程
度
（
平
成
30
年
度
実
績
）
と

低
い
た
め
、
来
年
度
か
ら
使
用
回
数

を
増
や
す
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

問　
阿
賀
野
市
の
水
道
料
金
は
近
隣

と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

答　
一
般
家
庭
の
月
平
均
使
用
水
量

は
、
約
22
㎥
で
（
平
成
29
年
度
決
算

時
）、
平
成
29
年
度
水
道
統
計
で
20

㎥
使
用
時
の
水
道
料
金
を
比
較
し
た

場
合
、
県
内
の
32
事
業
主
体
中
で
高

い
ほ
う
か
ら
７
番
目
で
す
。

問　
外
国
人
の
居
住
は
何
人
い
る
の

か
。
国
籍
別
に
知
り
た
い
。

答　
外
国
人
の
居
住
は
２
５
０
人
で
、

国
籍
別
で
は
中
国
１
２
８
人
、
ベ
ト

ナ
ム
57
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
20
人
、
韓

国
19
人
、
ス
リ
ラ
ン
カ
11
人
、
タ
イ

６
人
、
そ
の
他
９
人
で
す
。

問　
道
の
駅
に
つ
い
て
、
経
営
母
体

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
バ
イ
パ

ス
の
供
用
開
始
に
あ
わ
せ
、
平
成
33

年
度
に
開
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

意見　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
す
る
時
に

相
談
す
る
場
所
が
な
い
。
ま
た
、
ど

こ
に
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

意見　
阿
賀
野
市
が
新
聞
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
回
数
が
、
同
じ
下
越
の
地
域

に
比
べ
極
端
に
少
な
い
。
市
は
新
聞

社
等
に
情
報
発
信
し
て
い
る
の
か
。

　
暑
さ
厳
し
き
折
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
期
の
広
報
部
会
と
し
て
は
、
市
民
に
分
か
り
や

す
く
読
み
や
す
い
紙
面
を
心
掛
け
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
親
し
み
や
す
い
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、

要
望
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
皆
様
方
の
ご
理
解
を
頂

き
、
よ
り
よ
い
方
向
を
目
指
し
て
、
広
報
部
会
で
も

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
発
行
に
あ
た
り
、
ご
高
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
広
報
部
会
部
会
長　
山
賀
清
一　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会　

広
報
部
会

�

部
会
長�

山

賀

清

一

�

副
部
会
長�

横

井

基

至

�
�

遠

藤

智

子

�
�

髙

橋

幸

信

�
�

倉

島

良

司

次
号
は
令
和
元
年
10
月
15
日
発
行
の
予
定
で
す
。

議
員
と
し
ゃ
べ
り
ま
し
ょ
で
ば
！

第27回質
疑
、
意
見
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
掲
載
内
容
は
要

約
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
議
会
の

ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、

政
策
立
案
等
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次回９月定例会の予定
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・「マチイロ」は株式会社ホープが運営するアプリです。
・アプリは無料でダウンロードできますが、通信料が掛かります。
・アプリ画面には広告が表示されますが、市がその内容に責任を負うものではありません。

１.	検索サイトで「マチイロ」と検索し、アプリをインストールする。
２.	アプリを起動し、「お住まいの地域」を「新潟県阿賀野市」に設定する。
３.	アプリ画面から「あがの市議会だより」の画面をタップし、ダウンロードする。

スマートフォン･タブレット用アプリ

月 日 会 議 名

8月23日（金） 議会運営委員会�
（定例会の運営方針決定）

9月��4日（水） 本会議（議案上程、一般質問）
9月��5日（木） 本会議（一般質問�）
9月��6日（金） 本会議（一般質問�）
9月10日（火） 総務文教常任委員会
9月11日（水） 社会厚生常任委員会
9月12日（木） 産業建設常任委員会
9月13日（金）

決算審査特別委員会9月17日（火）
9月18日（水）
9月20日（金） 本会議（委員長報告、採決）

８月23日の議会運営委員会で正式に決定します。
その後、市ホームページでお知らせします。	

議
会
報
告
会

を
開
催

議長会からの表彰状を伝達

注意事項

利
用
の
手
順

あがの市議会だよりが読める！で

市体育協会の皆さん22名が参加
※５月１日から阿賀野市スポーツ協会に名称を変更しました。

千原自治会の皆さん11名が参加

市観光協会の皆さん７名が参加

　６月20日全国市議会議長会、北信越市議会議長
会からの表彰状が山口議員、髙橋議員、山賀議員
へ伝達されました。

　全国市議会議長会表彰、北信越市議会議長会表
彰ともに、「20年以上市議会議員の職にある者」と
して山口議員、「15年以上市議会議員の職にある者」
として山賀議員、また、全国市議会議長会表彰「４
年以上正副議長の職にあった者」として髙橋議員が
受賞されました。
※�在職期間は、合併前の町村議員在職期間を表彰規程に
より換算（在職年数の２分の１）してあります。

写真左から
髙橋幸信　議員
山口功位　議員
山賀清一　議員

　当日は、阿賀野市の企業とともに阿賀野高校の生徒が参
加しました。
　また、市議会議員も参加し、市のPR等を行いました。

6/21～23 JR大宮駅にて
「にいがた阿賀野産直市」が開催されました。

　阿賀野高校の生徒が企画
し、地元のお菓子屋さんが
製造する「パフェプリン」を
販売しました。

３
月
27
日
に
市
体
育
協
会
、
４
月
13
日
に
千
原
自
治
会
、
４
月
19
日
に
市
観
光
協
会

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。


